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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年7月21日(2011.7.21)

【公表番号】特表2010-529264(P2010-529264A)
【公表日】平成22年8月26日(2010.8.26)
【年通号数】公開・登録公報2010-034
【出願番号】特願2010-511395(P2010-511395)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  25/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  51/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   8/20     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  12/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  25/02    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  51/04    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   8/20    　　　　
   Ｃ０８Ｆ  12/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年5月30日(2011.5.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　臭素化アニオン性連鎖移動芳香族ビニルポリマー（ＡＣＴＶＡＰ）を含む難燃性組成物
であって、（ｉ）少なくとも約７２重量％の臭素を含み、かつ（ｉｉ）約１，０００ｐｐ
ｍ（重量／重量）未満の熱的に不安定なＢｒを含み、ここで、重量％およびｐｐｍの値が
、該組成物の全重量に対する値である組成物。
【請求項２】
　窒素下、約２８０℃～約３８０℃の温度で、ＴＧＡによる５重量％の減少を有する請求
項１の組成物。
【請求項３】
　臭素化ＡＣＴＶＡＰが、全組成物重量の少なくとも約９７重量％を構成する請求項１の
組成物。
【請求項４】
　組成物の全重量に対し２５重量％未満の臭素化モノ付加物を含む請求項１の組成物。
【請求項５】
　約１～約８の範囲内の黄色度指数（ＡＳＴＭ　Ｄ１９２５）を有する請求項１の組成物
。
【請求項６】
　ＧＰＣにより、約１２５０～約１４，０００ダルトンのＭw、約１０７０～約８，２０
０ダルトンのＭn、および約２．２未満のＰＤを得る請求項１の組成物。
【請求項７】
　臭素化ＡＣＴＶＡＰは、臭素化アニオン性連鎖移動スチレンポリマー（ＡＣＴＳＰ）で
ある請求項１の組成物。
【請求項８】
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　約２９０～約３８０℃の温度で、５％の、ＴＧＡによる重量％減少を有する請求項７の
組成物。
【請求項９】
　臭素化ＡＣＴＳＰが、全組成物重量の少なくとも約９７重量％を構成する請求項７の組
成物。
【請求項１０】
　約１～約８の黄色度指数（ＡＳＴＭ　Ｄ１９２５）を有する請求項７の組成物。
【請求項１１】
　ＧＰＣにより、約１２５０～約１４，０００ダルトンのＭw、約１，０７０～約８，２
００ダルトンのＭn、および約２．２未満のＰＤを得る請求項７の組成物。
【請求項１２】
　難燃量の請求項１～７のいずれか１つの組成物を含むＨＩＰＳ系配合物。
【請求項１３】
　難燃量の請求項１～７のいずれか１つの組成物を含むＡＢＳ系配合物。
【請求項１４】
　さらに、相乗的な量の難燃性相乗剤を含む請求項１２の配合物。
【請求項１５】
　さらに、相乗的な量の難燃性相乗剤を含む請求項１３の配合物。
【請求項１６】
　臭素化アニオン性連鎖移動芳香族ビニルポリマー（ＡＣＴＶＡＰ）を含む難燃性組成物
であって、（ｉ）約３５℃～約１６５℃の範囲内のガラス転移温度（Ｔg）を有し、（ｉ
ｉ）少なくとも約６５重量％の臭素を含み、（ｉｉｉ）約１，０００ｐｐｍ（重量／重量
）未満の熱的に不安定なＢｒを含み、ここで、重量％およびｐｐｍの値は、組成物の全重
量に対する値である組成物。
【請求項１７】
　請求項１６の組成物において、
　Ａ）組成物が、約７５℃～約１３５℃の範囲内のガラス転移温度（Ｔｇ）を有すること
、
　Ｂ）組成物が、約２９０℃～約３８０℃の温度で、ＴＧＡによる５重量％の減少を有す
ること、
　Ｃ）臭素化ＡＣＴＶＡＰが、全組成物重量の少なくとも約９７重量％を構成すること、
　Ｄ）組成物が、全重量に対し約２５重量％未満の臭素化モノ付加物を含むこと、
　Ｅ）組成物が、約１～約８の範囲内の黄色度指数（ＡＳＴＭ  Ｄ１９２５）を有するこ
と、および
　Ｆ）組成物が、ＧＰＣにより約１,０００～約２１,０００ダルトンのＭw、約８５０～
約１８,５００のＭn、および約２.２未満のＰＤを得ること、
によってさらに特徴づけられる組成物。
【請求項１８】
　臭素化ＡＣＴＶＡＰは、臭素化アニオン性連鎖移動スチレンポリマー（ＡＣＴＳＰ）で
ある請求項１６の組成物。
【請求項１９】
　請求項１８の組成物において、
　ａ）組成物が、約７０℃～約１６０℃の範囲内のガラス転移温度（Ｔｇ）を有すること
、
　ｂ）組成物が、約２９０℃～約３８０℃の温度で、ＴＧＡによる５重量％の減少を有す
ること、
　ｃ）臭素化ＡＣＴＳＰが、全組成物重量の少なくとも約９７重量％を構成すること、
　ｄ）組成物が、約１～約８の範囲内の黄色度指数（ＡＳＴＭ  Ｄ１９２５）を有するこ
と、および
　ｅ）組成物が、ＧＰＣにより、約１,０００～約２１,０００ダルトンのＭw、約８５０
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～約１８,５００のＭn、および約２.２未満のＰＤを得ること、
によってさらに特徴づけられる組成物。
【請求項２０】
　難燃量の請求項１６または１８の組成物を含むＨＩＰＳ系配合物。
【請求項２１】
　難燃量の請求項１６または１８の組成物を含むＡＢＳ系配合物。
【請求項２２】
　請求項１、７、１６または１８の組成物のいずれか１つを含む熱可塑性製品。


	header
	written-amendment

